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二
．
―
-
五
形
に
三
•
五
形
に
増
加
し
て
五
ヵ
年
続
き
、
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
五
0
年
の
改
正
法
に
お
け
る
保
険
税
率
予
定
表
で
は
、
一
九
七
0
年
以
後
は
最
終
率
三
・
ニ
五
形
で
進
む
こ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
九
三
九
年
の
法
律
改
正
で
は
、
後
は
三
年
毎
に
0
•
五
％
宛
増
加
し
、
保
険
税
お
よ
び
財
政
保
険
税
率
は
一
九
一
二
五
年
制
定
の
法
律
で
は
、
同
法
律
実
施
の
一
九
三
七
年
か
ら
一
＿
一
年
間
は
雇
主
被
用
者
各
々
一
％
と
さ
れ
、
そ
の
と
に
な
っ
た
。
一
九
四
九
年
以
後
は
い
つ
ま
で
も
採
用
の
い
わ
ゆ
る
最
終
率
三
％
に
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
一
九
四
0
年
実
施
予
定
の
0
•
五
％
引
上
げ
は
延
ば
さ
れ
て
、
一
九
四
二
年
ま
で
一
％
を
続
行
す
る
こ
＾
 
防
U
"
一
九
四
三
年
と
そ
れ
に
続
く
年
々
の
税
率
も
、
引
上
げ
は
特
別
法
で
延
ば
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
も
若
干
の
曲
折
が
⑲
 
n
u
 
-
•
五
％
の
実
施
さ
れ
た
の
は
、
全
般
的
法
律
改
正
の
施
行
さ
れ
た
一
九
五
0
年
（
九
月
）
の
翌
年
で
あ
っ
たC
-
•
五
形
は
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
五
一
―
―
年
ま
で
、
ニ
グ
タ
は
一
九
五
四
年
か
ら
一
九
五
九
年
ま
で
続
き
、
そ
の
後
は
五
ヵ
年
毎
に0
•
五
形
宛
増
加
し
、
一
九
五
四
年
の
法
律
で
は
こ
れ
等
の
予
定
は
殆
ん
ど
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
た
だ
一
九
七
0
年
か
ら
の
最
終
率
一
九
七
五
年
か
ら
さ
ら
に
0
•
五
％
引
上
げ
の
四
％
が
最
終
率
と
し
て
採
用
の
保
険
税
率 米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
1
1
)
(
川
元
）
JI I 
（二）
元
英
706 
A
c
c
o
u
n
t
)
が
設
定
さ
れ
、
「
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
最
初
の
法
律
で
は
ー 準
備
金
れ
る
。
は
保
険
税
は
一
カ
年
の
自
家
営
業
お
よ
び
賃
金
合
計
額
に
対
し
て
課
せ
ら
っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
超
過
分
は
返
還
さ
れ
る
。
自
家
営
業
者
に
対
し
て
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
家
営
業
者
に
対
し
て
は
賃
金
所
得
者
へ
の
雇
主
被
用
者
合
計
率
の
七
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
。
五
％
で
あ
り
、
従
っ
て
一
屈
主
被
用
者
各
率
二
形
の
現
在
で
は
‘
-
―
―
形
を
払
課
税
の
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
年
金
算
式
の
項
で
述
べ
た
が
、
賃
金
所
得
者
に
は
各
賑
主
は
被
用
者
一
人
に
対
し
一
カ
年
に
支
払
っ
た
賃
金
中
、
そ
の
最
高
ベ
ー
ス
ま
で
の
金
額
に
つ
い
て
源
泉
課
税
で
、
保
険
税
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
も
被
用
者
が
そ
の
限
度
を
超
え
て
支
払
O
A
S
I
制
度
と
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
制
度
「
老
令
準
備
金
勘
定
」
(
O
l
d
,
A
g
e
 
R
e
s
e
r
v
e
 
]
的
原
則
に
従
い
。
財
務
長
官
採
用
の
死
亡
表
お
よ
び
年
利
率
―
―
-
％
の
複
au r
 
利
に
よ
る
準
備
金
」
を
、
積
立
て
る
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
） 第 9表保険税率予定表
（雇主・被用者各率）
1935年法律 ! 1950年改正法 1954年改正法
1937~39 年 1 ％ 1951~53 年 1 1形 年 形
2 
1940~42 1-1 —• 1954~59 2 // fヽ
2 
1943~45 2 1960~64 21-2 // ／’ 
1946~48 2-1 1965~69 3 ／＇ ／ヽ
2 
1949~ 3 1970~ 3-1 → 1970~74 31. 2 4 
1975~ 4 
Gagliardo: ibid., P.98, Asch: ibid., P. 29 "Myers: ibid.," T.S.A., 
"][MPye. r1s9 : ibid.," T.S.A., vrr P. s2 
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必
要
と
す
る
と
き
に
は
、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
う
に
当
初
の
法
律
で
は
上
記
の
よ
う
に
民
間
恩
給
制
度
に
も
比
敵
す
べ
き
多
額
の
準
備
金
の
積
立
も
企
図
し
た
の
で
あ
る
が
、
政
府
の
制
度
と
し
て
巨
大
な
準
備
金
の
積
立
が
妥
当
な
り
や
否
や
が
、
問
題
に
な
っ
た
。
民
間
退
職
制
度
や
民
間
保
険
会
社
で
は
、
受
取
人
の
こ
れ
に
関
す
る
安
全
性
は
、
専
ら
準
備
金
の
充
分
な
こ
と
に
依
存
し
て
い
る
が
、
国
営
の
制
度
で
は
不
足
を
生
ず
れ
ば
課
税
に
よ
り
補
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
準
備
金
の
充
分
な
こ
と
は
不
可
欠
の
役
割
を
演
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
巨
大
な
準
備
金
を
持
つ
こ
と
は
、
国
家
の
財
政
々
策
乃
至
は
政
治
的
便
宜
主
義
の
角
度
か
ら
、
考
え
物
だ
と
の
議
論
が
喧
し
く
い
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
自
然
議
り”u 
会
の
措
置
に
反
映
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
の
大
改
正
の
あ
っ
た
法
律
で
は
、
上
述
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
的
a
 
＂ 
原
則
の
適
用
は
、
考
慮
外
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
三
五
年
の
法
律
の
予
定
表
に
お
け
る
保
険
税
率
は
、
前
述
の
よ
し
か
し
実
施
が
延
び
て
い
た
保
険
税
率
の
引
上
げ
は
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
一
九
五
0
年
の
改
正
で
新
な
予
定
表
の
下
に
い
よ
い
籍
”
 
よ
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
上
一
九
五
一
年
に
雇
主
、
被
用
者
各
率
が
0
•
五
彩
引
上
げ
ら
れ
て
一
•
五
形
と
な
り
、
一
九
nu 
幻
五
四
年
に
は
再
度
0
•
五
彩
引
上
げ
が
実
施
さ
れ
て
二
彩
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
予
定
表
は
、
「
将
来
の
コ
ス
ト
推
算
」
の
項
で
述
べ
る
よ
う
な
少
な
目
と
多
い
目
の
推
算
率
の
中
間
コ
ス
ト
で
、
同
制
度
が
自
立
で
き
る
よ
う
な
推
算
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
議
会
も
こ
の
予
定
表
を
設
定
す
る
に
際
し
て
充
分
認
め
た
よ
う
に
、
保
険
税
と
支
給
金
と
の
正
確
な
バ
ラ
ン
ス
は
恐
ら
＜
得
ら
れ
ま
い
が
、
こ
こ
に
採
用
し
た
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
お
け
ば
、
よ
し
将
来
実
際
上
保
険
税
率
予
定
表
の
変
更
が
必
要
に
な
っ
l
 
8
 
て
も
、
こ
の
制
度
は
自
立
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
意
向
は
明
確
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
一
九
三
五
年
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
的
原
則
の
適
用
に
、
復
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
一
九
四
三
年
の
改
正
で
、
給
付
そ
の
他
の
支
出
金
を
賄
う
た
め
に
補
助
を
一
般
歳
入
か
ら
同
基
金
へ
割
当
を
行
う
べ
き
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
が
、
同
規
定
は
一
九
五
0
年
の
改
正
う
に
予
定
表
に
従
っ
て
の
引
上
げ
は
延
び
延
び
と
な
っ
た
。
四
708 
2
 
一
九
四
六
年
の
頃
ま
で
は
急
速
に
、
そ
の
後
は
徐
々
に
増
加
t
 
』
M
2
で
削
除
さ
れ
た
。
一
九
四
六
年
は
三
彩
弱
、
（
事
実
上
こ
れ
に
よ
る
国
庫
か
ら
の
補
助
は
、
み
る
こ
と
な
し
に
来
た
の
で
あ
っ
た
。
）
準
備
金
の
実
績
五
一
九
五
一
年
は
一
九
五
一
年
の
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
と
は
い
え
相
当
顕
著
な
増
加
振
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
加
入
範
囲
の
大
巾
な
拡
大
、
保
険
税
の
一
雇
主
被
用
者
合
計
率
一
彩
O
、
の
増
収
（
従
前
の
五
割
増
）
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
六
0
0
ド
ル
の
引
上
け
そ
の
他
一
般
的
所
得
水
準
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
五
四
年
の
急
増
も
保
険
税
率
の
再
度
の
一
彩
引
上
げ
、
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
の
六
0
0
ド
ル
再
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
年
金
支
払
は
一
九
四
0
年
に
開
始
し
た
の
で
そ
れ
以
前
の
支
払
給
付
は
、
死
亡
一
時
金
お
よ
び
、
当
初
の
法
律
の
み
に
存
在
し
た
総
賃
金
二
0
0
0
ド
ル
未
滴
で
、
或
い
は
そ
の
他
の
受
給
資
格
条
件
欠
除
で
、
六
五
オ
に
達
し
た
人
々
へ
の
返
還
金
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
一
九
四
O
I四
一
年
の
支
払
給
付
の
急
激
な
増
加
は
、
年
金
月
額
支
払
が
始
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
時
中
は
受
給
資
格
を
得
て
六
五
才
以
上
に
達
し
た
人
々
で
も
、
O
A
S
I
加
入
産
業
に
麗
わ
れ
て
い
た
た
め
に
、
年
金
を
受
取
ら
ぬ
も
の
が
多
数
あ
っ
た
。
こ
れ
は
然
ら
ず
ば
も
っ
と
急
調
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
支
払
給
付
の
増
加
率
を
緩
か
な
も
の
に
し
た
。
ド
イ
ツ
、
次
に
日
本
の
敗
北
後
に
は
、
給
付
＾
 
6
 
は
鋭
く
上
昇
し
た
。
そ
れ
は
一
九
四
四
ー
四
五
年
の
同
数
字
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
に
は
一
九
五
0
年
に
比
べ
給
付
は
二
倍
に
激
増
し
た
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
な
年
金
算
式
の
変
更
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
一
九
五
二
年
の
改
正
も
も
ち
ろ
ん
実
際
支
払
給
付
に
影
響
し
、
一
九
五
三
年
の
そ
れ
の
著
増
を
来
し
て
い
る
。
支
払
事
務
費
の
割
合
は
低
率
で
あ
る
。
収
入
保
険
税
に
対
し
て
一
九
四
0
年
は
四
彩
弱
、
二
•
四
形
、
一
九
五
四
年
は
二
彩
弱
で
す
こ
ぶ
る
能
率
的
で
あ
る
。
年
末
の
準
備
金
は
総
収
入
か
ら
総
支
出
を
差
引
い
た
残
額
で
あ
る
が
、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遥
（
二
）
（
川
元
）
一
九
五
四
年
迄
の
収
支
状
況
（
第
10
表
）
に
お
け
る
収
入
で
目
に
つ
く
の
は
、
一
九
五
0
年
の
急
激
な
増
加
と
、
709 
第10表 O.A. S. I.信託甚金収支表（単位百万ドル）
度 I保険税 19入利息 I年 支払給付 事 務費 1年度末巡備金
1936-37 
1938-39 
1940-41 
1942-43 
1944ー 45
1946-47 
1949 
1950 
1951 
1952 
1953 
1954 
265 
503 
688 
1,130 
1,309 
1,459 
2 
27 
56 
87 
124 
163 
.03 
14 
64 
149 
239 
426 
27 
27 
27 
41 
267 
1,180 
2,398 
4,268 
6,613 
8,798 
1,670 
2,671 
3,367 
3,819 
3,945 
5,163 
146 
257 
417 
365 
414 
468 
667 
961 
1,885 
2,194 
3,006 
3,670 
5
4
6
1
8
1
8
8
8
8
9
2
 
11,816 
13,721 
15,540 
17,442 
18,707 
20,576 
(1) 1946年度までの数字は D.Gagliardo: ibid., P.132 
1949年度以降は ‘‘Myers:ibid.,"T.S.A. VJI, P.87 
1949年以降は会計年度か否かの表示がないけれども会計年度と思われる。
1936-37年度の数字は暦年の1937年前半のもの。
事務費の数字は若千の年度は簿記調整の結果のもの。
(2) 
(3) 
(4) 
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
造
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
受
給
退
職
者
の
割
合
が
小
さ
く
、
そ
の
総
納
入
保
険
料
の
大
部
分
が
稼
立
て
ら
れ
る
の
に
反
し
、
後
に
な
る
ほ
ど
受
給
退
と
な
り
、
そ
の
年
令
構
成
割
合
も
毎
年
大
体
同
じ
よ
う
に
な
六
0
年
経
て
ば
恒
常
的
な
数
字
と
な
る
傾
向
を
持
つ
も
の
で
崩
。
ア
メ
リ
カ
の
人
口
数
は
将
来
恒
常
的
と
な
る
か
疑
わ
6
 
あ
る
て
、
こ
の
こ
と
は
顕
著
な
特
徴
で
あ
り
、
後
述
の
年
金
団
体
の
「
成
熟
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
と
き
も
っ
と
も
妥
当
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ろ
う
が
、
上
記
の
よ
う
な
或
る
定
型
的
な
年
金
団
体
に
お
い
し
い
し
、
そ
の
年
令
構
成
割
合
も
恒
常
的
と
は
な
ら
ぬ
で
あ
計
画
下
に
行
わ
れ
る
稼
立
方
式
を
採
る
と
き
、
準
備
金
は
五
、
る
年
金
団
体
に
お
い
て
は
、
自
立
的
・
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
的
く
な
っ
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
団
体
員
数
が
恒
常
的
職
者
の
割
合
が
多
く
な
り
、
こ
の
稼
立
部
分
の
割
合
が
小
さ
こ
れ
は
当
初
は
、
年
金
制
度
構
成
の
団
体
員
総
数
に
対
す
る
収
に
か
か
わ
ら
ず
、
準
備
金
は
あ
ま
り
増
加
し
て
い
な
い
。
し
て
い
る
。
一
九
五
一
年
か
ら
は
保
険
税
合
計
率
一
彩
の
増
一六
710 
信
託
基
金
管
理
の
実
際
H
 
6
 
属
主
お
よ
び
被
用
者
の
保
険
税
は
税
務
署
に
源
泉
課
税
の
方
法
で
納
め
ら
れ
、
自
家
営
業
者
の
そ
れ
は
所
得
税
と
同
時
に
払
わ
れ
、
国
税
庁
(
B
u
r
e
a
u
of Internal 
R
e
v
e
n
u
e
)
 
(Federal O
l
d
 A
g
e
 a
n
d
 
S
u
r
v
i
v
o
r
s
 I
n
s
u
r
a
n
c
e
 T
r
u
s
t
 F
u
n
d
)
 
S
e
c
u
r
i
t
y
 A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
)
の
な
か
の
「
老
令
・
遺
族
年
金
局
」
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
。
各
加
入
者
に
つ
い
て
の
記
録
は
ボ
ル
チ
モ
ア
の
同
局
に
保
管
さ
れ
、
賃
金
に
関
す
る
諸
事
項
の
報
告
の
あ
っ
n̂5 
8
 
た
と
き
一
々
記
入
さ
れ
る
。
同
局
で
は
、
請
求
が
あ
れ
ば
加
入
者
に
計
上
済
賃
金
総
額
を
通
知
す
る
。
ま
た
地
方
機
関
に
、
支
給
金
に
関
す
る
必
要
資
料
を
記
録
か
ら
提
供
す
る
。
支
給
金
の
請
求
が
あ
れ
ば
そ
の
金
額
を
決
定
し
、
信
託
基
金
の
専
務
受
託
委
員
(
M
a
n
a
g
,
i
n
g
 T
r
u
s
t
e
e
)
で
あ
る
財
務
長
官
へ
の
証
明
書
を
作
成
す
る
。
一
九
四
八
年
で
六
地
方
局
(area
offices)
四
七
五
地
方
支
部
(field
offices)
一
支
局
(
b
r
a
n
c
h
office)
二
三
一
七
出
張
所
餅6
 
(stations) 
(
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
）
が
あ
っ
た
。
信
託
基
金
に
お
け
る
収
入
の
支
出
を
超
え
る
部
分
は
、
前
述
の
よ
う
に
年
々
増
加
し
て
い
る
。
超
過
部
分
は
政
府
の
債
券
に
投
資
す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
政
府
の
債
券
は
一
般
へ
発
行
の
も
の
で
も
よ
い
し
、
も
し
そ
の
こ
と
が
一
般
人
に
有
益
な
り
と
す
れ
ば
、
特
別
に
そ
の
目
的
の
み
に
発
行
さ
れ
た
債
券
に
、
投
資
し
て
も
よ
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
債
券
の
利
率
は
初
め
に
三
彩
で
あ
っ
た
けeu-⑲
 
一
九
四
六
年
に
は
ニ
・
0
四
六
形
と
い
う
低
利
率
の
と
き
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
少
し
く
回
復
を
示
し
て
い
る
が
、
れ
ど
も
漸
次
低
下
し
、
に
集
め
ら
れ
る
。
一
九
五
三
年
頃
の
収
入
利
息
の
年
利
率
は
大
体
ニ
・
三
形
で
あ
っ
た
。
は
、
こ
の
基
金
は
「
老
令
準
備
金
勘
定
」
七
こ
れ
に
対
し
て
財
務
長
官
は
小
切
手
を
発
行
す
る
。
（
前
述
）
と
称
さ
れ
て
い
た
。
老
令
・
遺
族
年
金
の
管
理
事
務
は
、
社
会
保
障
庁
(Social
3
 
納
入
さ
れ
た
保
険
税
は
「
連
邦
老
令
・
遺
族
年
金
信
託
基
金
」
りbò
 
に
預
入
れ
ら
れ
る
。
米
国
社
会
保
悴
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
造
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
も
っ
と
も
一
九
三
五
年
の
法
律
で
(
B
u
r
e
a
u
 of 
O
l
d
 A
g
e
 a
n
d
 S
u
r
v
i
v
o
r
s
 Insurance) 
地
方
機
関
に
は
71 I 
細
部
に
わ
た
る
点
に
つ
い
て
―
二
述
べ
る
な
ら
ば
、
険
税
率
を
必
要
と
す
る
か
を
計
算
し
て
い
る
。
考
慮
を
行
っ
て
い
る
。
＇
~
~
 
ー⑲
 
M
y
e
r
s
の
論
文
を
み
る
に
、
際
し
て
は
、
ー
米
国
社
会
保
悴
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
辿
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
保
険
税
率
予
定
表
お
よ
び
将
来
の
収
支
そ
の
前
に
ま
ず
一
九
五
二
年
の
改
正
法
に
よ
り
実
施
し
た
経
理
年
金
支
給
関
係
諸
事
項
と
税
率
保
険
税
率
予
定
表
は
次
項
に
述
べ
る
将
来
の
収
支
と
相
表
裏
を
な
す
関
係
に
あ
る
が
、
一
方
に
お
い
て
将
来
の
収
支
そ
れ
自
身
の
た
め
に
も
、
年
金
支
給
に
関
係
あ
る
諸
種
の
事
項
に
つ
い
て
、
細
部
に
わ
た
る
が
予
見
さ
れ
た
の
で
、
得
合
計
に
改
正
し
た
。
一
九
五
四
年
の
改
正
に
当
っ
て
も
、
コ
ス
ト
を
増
加
す
る
こ
と
一
時
金
に
対
し
二
五
五
ド
ル
の
最
高
限
を
撤
O
A
S
I
制
定
以
来
、
同
予
定
表
の
作
成
に
的
結
果
を
調
査
検
討
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
現
行
保
険
税
の
不
足
の
稲
度
を
見
出
し
た
。
ま
た
同
改
正
法
で
の
コ
ス
ト
増
加
の
諸
項
目
、
す
な
わ
ち
平
均
賃
金
算
出
に
際
し
て
の
四
年
或
い
は
五
年
の
除
外
、
年
金
額
水
準
の
引
上
げ
、
支
給
停
止
の
寛
大
化
等
と
と
も
に
、
ス
ト
減
少
の
諸
項
目
、
す
な
わ
ち
加
入
範
囲
の
拡
大
と
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
の
引
上
げ
等
を
勘
案
し
、
差
引
き
そ
れ
等
に
よ
り
幾
何
の
保
一
九
五
四
年
の
改
正
に
際
し
て
、
廃
す
る
こ
と
が
上
院
で
提
議
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
撤
廃
し
た
場
合
、
基
本
年
金
月
額
の
増
加
を
盛
り
込
ん
だ
同
改
正
で
は
、
さ
ら
に
或
る
租
度
の
コ
ス
ト
増
加
の
起
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
制
限
は
存
置
に
決
定
し
た
。
ま
た
支
給
停
止
の
最
高
限
を
、
月
額
七
五
ド
ル
か
ら
年
額
―
二
0
0ド
ル
に
引
上
げ
た
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
年
金
支
給
総
額
を
多
く
し
、
以
前
に
は
た
だ
O
A
S
I
加
入
厖
用
先
だ
け
か
ら
の
所
得
に
限
っ
て
い
た
の
を
、
あ
ら
ゆ
る
厖
用
先
か
ら
の
所
八
コ
712 
で
の
財
政
状
態
に
つ
い
て
の
推
算
が
行
わ
れ
て
い
る
。
2
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M
y
e
r
s
の
論
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
一
九
七
五
年
か
ら
の
最
終
一
九
五
0
年
改
正
法
で
の
保
険
税
率
予
定
表
に
お
け
る
一
九
七0
年
か
ら
の
税
率
一
―
-
•
二
五
形
が
、
一
九
五
四
年
の
改
正
で
―
―
-
•
五
彩
へ
と
0
．
二
五
形
の
引
上
げ
を
み
た
の
も
、
上
記
の
よ
う
な
細
部
に
わ
た
る
考
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
前
者
は
以
前
に
は
最
終
保
険
税
率
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
廃
止
さ
れ
て
、
O・
七
五
彩
引
上
げ
の
四
彩
が
、
保
険
税
率
に
な
っ
た
。
将
来
の
収
支
推
算
保
険
税
率
予
定
表
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
よ
う
に
コ
ス
ト
に
影
響
す
る
支
出
金
関
係
諸
事
項
が
、
詳
細
に
わ
た
り
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
の
必
要
か
ら
、
ま
た
そ
れ
自
身
と
し
て
の
必
要
か
ら
、
将
来
五
0
年
六
0
年
も
先
ま
一
九
五
四
年
の
改
正
前
後
に
行
わ
れ
た
社
会
保
障
庁
の
コ
ス
ト
計
算
に
つ
い
て
、
過
去
各
年
の
受
給
退
職
者
総
数
、
そ
の
扶
養
家
族
細
別
の
受
給
者
数
統
計
お
よ
び
こ
れ
等
を
材
料
と
す
る
将
来
の
各
年
に
お
け
る
こ
れ
等
各
項
目
の
予
想
数
字
（
少
な
目
と
多
い
目
の
二
種
類
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
将
来
の
推
算
に
つ
い
て
は
恐
ら
く
、
過
去
お
よ
び
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
諸
種
の
人
口
統
計
（
総
人
ロ
・
増
加
率
・
年
令
別
構
成
・
職
業
別
構
成
・
死
亡
率
等
）
、
加
入
者
の
人
口
に
対
す
る
割
合
、
各
年
令
別
加
入
者
数
、
受
給
資
格
取
得
率
、
受
給
資
格
者
の
退
職
率
、
受
給
資
格
者
と
退
職
者
の
過
去
の
死
亡
率
お
よ
び
生
存
率
等
を
材
料
と
し
て
、
将
来
の
こ
れ
等
諸
項
目
の
予
想
数
字
を
推
測
し
、
こ
れ
を
そ
の
推
算
資
料
と
し
て
用
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
M
y
e
r
s
の
論
文
に
は
過
去
の
各
細
別
受
給
者
の
平
均
年
金
月
額
お
よ
び
死
亡
一
時
金
の
統
計
と
と
も
に
、
将
来
に
お
け
る
そ
れ
等
各
々
の
平
均
予
想
年
金
月
額
の
統
計
（
少
な
目
と
多
い
目
の
二
種
類
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
平
均
予
想
年
金
月
額
は
将
来
の
一
般
賃
金
水
準
の
上
昇
を
考
慮
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
基
本
年
金
月
額
お
よ
び
こ
れ
を
基
準
と
す
る
各
扶
養
家
族
年
金
月
額
は
、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
前
述
の
よ
う
に
、
713 
第 11表
課税総貨金に対する O.A.S.I.総コストの推算率
暦年 |1960 I 1910 I 19so I 1990 I 2000 I 202s 
少な目推算率| 4.04 I 5.57 I 6.79 I 1.55 I 1.24 I s.o5 
多い目推算率|4.63 I 6.39 I 7.90 I 9.15 I 9.31 112.2s 
R. J. Myers: ibid., T. S. A., V IT P.86 
(ultimate cost) 
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
JI
元）
漸
次
若
干
ず
つ
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
恐
ら
く
経
済
界
の
過
去
お
よ
び
将
来
の
趨
勢
も
考
慮
さ
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
将
来
に
お
け
る
予
想
収
支
表
や
資
産
の
収
入
に
対
し
て
適
用
の
上
記
の
将
来
に
お
け
る
各
年
の
退
職
者
お
よ
び
家
族
細
別
の
予
想
受
給
者
数
と
予
想
年
金
月
額
の
相
乗
総
額
で
あ
る
年
金
月
額
の
総
合
計
額
で
あ
る
。
一
方
積
（
相
対
応
す
る
数
字
の
相
乗
積
）
が
、
将
来
に
お
け
る
各
年
の
こ
れ
等
細
別
受
給
者
各
々
の
予
想
年
金
（
少
な
目
と
多
い
目
の
二
種
類
）
。
さ
ら
に
M
y
e
r
s
の
論
文
に
は
、
各
年
の
受
給
者
別
予
想
年
金
総
額
の
各
年
予
想
総
賃
金
（
保
険
税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の
）
に
対
す
る
割
合
が
統
計
表
と
な
っ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
年
に
お
け
る
こ
れ
等
受
給
者
別
割
合
の
合
計
は
、
支
払
給
付
総
額
の
総
賃
金
に
対
す
る
割
合
で
あ
る
が
、
第
1
表
に
掲
げ
た
の
は
各
年
に
お
け
る
割
合
の
数
字
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
九
九0
年
に
少
な
目
で
七
•
五
五
彩
、
多
い
目
で
九
・
一
五
劣
で
あ
り
、
二
0
二
五
年
に
は
制
度
の
成
熟
に
よ
り
大
体
恒
常
的
状
態
に
な
る
。
そ
の
と
き
少
な
目
の
推
算
で
は
棚
ね
八
％
、
多
い
目
で
は
―
ニ
ク
ク
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
最
終
コ
ス
ト
上
述
の
各
年
の
予
想
年
金
総
合
計
額
と
、
若
千
の
管
理
事
務
費
と
の
合
計
を
総
支
出
金
と
し
、
九
五
四
年
改
正
法
の
保
険
税
率
予
定
表
に
よ
る
総
収
入
保
険
税
、
前
年
よ
り
の
繰
越
準
備
金
お
よ
び
こ
れ
等
に
対
す
る
収
入
利
息
を
加
え
た
も
の
を
総
収
入
金
と
す
れ
ば
、
後
者
の
前
者
よ
り
の
超
過
金
額
が
年
末
準
備
金
と
な
る
。
少
な
目
の
コ
ス
ト
推
算
で
は
、
現
在
の
そ
し
て
受
給
者
別
予
想
年
金
総
額
の
合
計
が
、
各
年
の
予
定
利
率
の
決
定
に
つ
い
て
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
四
〇
714 
ル
で
あ
り
、
同
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
全
部
に
対
す
る
総
債
務
の
現
価
は
、
二
八
0
0億
ド
ル
に
上
る
の
で
あ
る
。
、。し
四
二―
0
億
ド
ル
か
ら
絶
え
ず
上
昇
し
て
、
二
0
0
0年
頃
に
は
一
五
0
0億
ド
ル
と
な
り
、
さ
ら
に
増
勢
を
辿
る
の
で
あ
る
が
、
多
い
目
の
コ
ス
ト
推
算
で
は
一
九
八
0
年
の
総
計
―
―
-
0
0億
ド
ル
を
頂
点
と
し
て
、
以
後
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
し
て
何
も
残
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
の
算
術
平
均
で
あ
る
中
間
の
コ
ス
ト
に
よ
る
と
き
、
準
備
金
は
次
の
約
一
―
-0年
間
徐
徐
に
増
加
し
て
約
六
0
0億
ド
ル
の
最
高
に
達
し
、
そ
の
水
準
で
大
よ
そ
―
―
10年
間
続
き
、
そ
の
後
減
少
す
る
。
そ
れ
で
こ
の
中
間
コ
ス
ト
で
も
な
お
自
立
か
ら
ほ
ど
遠
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
と
に
か
く
、
よ
し
こ
の
よ
う
な
不
足
の
事
態
が
起
る
と
し
て
も
、
従
来
の
批
論
や
議
会
の
報
告
書
お
よ
び
措
置
を
思
う
と
き
、
将
来
に
お
け
る
実
情
に
応
じ
た
議
会
の
善
処
が
、
期
待
で
き
る
も
の
と
、
前
項
の
「
将
来
の
収
支
推
算
」
で
紹
介
の
M
y
e
r
s
が
使
用
し
た
資
料
と
と
も
に
、
諸
種
の
資
料
が
社
会
保
障
庁
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
等
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
同
基
金
の
準
備
金
の
不
足
へ
の
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
た
検
討
と
論
議
が
、
McGill
の
著
書
閲に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
そ
れ
を
紹
介
し
よ
う
。
一
九
五
四
年
、
す
な
わ
ち
同
制
度
開
始
以
来
一
八
年
目
の
支
出
金
を
み
る
に
、
加
入
者
総
賃
金
の
三
飴
足
ら
ず
で
あ
り
、
の
雇
主
被
用
者
合
計
の
保
険
税
は
、
四
％
で
あ
る
。
そ
の
差
額
は
稜
立
て
ら
れ
て
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
と
合
せ
二
0
五
億
ド
ル
の
信
託
基
金
、
す
な
わ
ち
準
備
金
と
な
っ
て
い
る
が
、
推
定
に
よ
れ
ば
、
こ
の
準
備
金
だ
け
で
は
、
老
令
年
金
の
既
受
給
者
へ
の
債
務
を
履
行
す
る
だ
け
で
も
、
不
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
い
ま
な
お
働
い
て
い
る
人
々
へ
の
債
務
履
行
は
、
不
能
に
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
M
y
e
r
s
は
看
傲
し
て
い
る
。
準
備
金
を
続
る
論
議
3
 
一
九
五
四
年
末
現
在
で
当
局
が
推
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
既
受
給
者
に
支
払
わ
る
べ
き
将
来
の
年
金
の
現
価
は
三
四
0
億
ド
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
追
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
一
方
同
年
一
九
九
五
年
に
は
硝
尽
715 
る。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
社
会
保
障
庁
の
最
近
の
推
算
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
一
九
九
0
年
頃
の
年
支
出
金
は
、
前
述
の
よ
う
に
少
な
目
で
も
課
税
総
賃
金
の
七
・
五
五
形
で
あ
り
、
多
い
目
に
み
れ
ば
九
・
一
五
％
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
等
の
推
定
コ
ス
ト
は
保
険
税
率
予
定
表
で
、
五
年
に
実
施
さ
る
べ
き
雇
主
被
用
者
合
計
率
八
彩
と
相
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
七
五
年
合
計
保
険
税
率
八
形
で
賄
え
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
仮
定
に
お
い
て
、
高
雇
用
率
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
も
し
こ
れ
が
実
現
し
な
け
れ
ば
、
連
邦
政
府
一
般
歳
入
か
ら
の
保
険
料
補
助
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
代
る
方
法
は
源
泉
課
税
率
の
引
上
げ
か
、
年
金
額
の
減
少
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
二
つ
と
も
必
ず
や
強
い
反
対
に
遇
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
多
数
の
論
者
は
、
連
邦
政
府
は
O
A
S
I
制
度
の
重
荷
の
一
部
を
、
背
負
う
べ
き
も
の
と
主
張
し
て
い
る
。
連
邦
政
府
に
対
す
る
論
議
は
主
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
債
務
を
続
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
公
的
お
よ
び
多
く
の
民
間
恩
給
制
度
同
様
、
O
A
S
I
で
も
そ
の
発
足
に
際
し
て
は
、
年
金
受
取
人
は
退
職
者
本
人
お
よ
び
雇
主
が
、
同
制
度
の
コ
ス
ト
を
賄
う
た
め
に
払
っ
た
保
険
料
を
超
過
す
る
年
金
総
額
を
、
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
二
六
0
万
人
に
及
ぶ
現
在
の
退
職
者
本
人
お
よ
び
そ
の
雇
主
が
払
っ
た
保
険
税
は
、
合
計
し
て
そ
れ
等
の
人
々
が
究
局
に
お
い
て
受
取
る
年
金
総
額
の
わ
ず
か
四
形
足
ら
ず
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
政
府
の
補
助
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
不
足
金
は
次
の
世
代
の
労
働
者
の
負
担
に
な
り
、
そ
の
人
達
は
た
だ
に
自
已
の
年
金
コ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
前
の
人
達
が
受
け
た
年
金
の
コ
ス
ト
の
一
部
を
も
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
羽
目
に
な
る
の
で
あ
る
。
政
府
が
行
う
べ
き
補
助
金
の
程
度
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
現
在
ニ
―
才
未
満
の
批
代
へ
の
年
金
コ
ス
ト
は
、
平
準
保
険
料
（
現
行
保
険
税
の
よ
う
な
段
階
的
な
税
率
に
対
照
的
な
各
年
税
率
が
相
等
し
い
均
一
率
）
に
し
て
、
課
税
賃
金
総
額
の
約
四
形
と
推
算
さ
れ
て
い
一
方
上
に
述
べ
た
よ
う
な
債
務
を
含
め
て
の
、
年
金
制
度
総
体
の
コ
ス
ト
の
平
準
保
険
料
は
六
・
七
三
ー
八
・
六
八
形
と
な
っ
て
四
一
九
七
716 
(84) 
(85) 
(80) 
(81) 
(82) 
(83) 
(76) 
(77) 
(78) 
(79) 
(75) 
註
(74)
い
る
。
次
の
泄
代
、
そ
の
次
の
祉
代
と
、
各
泄
代
の
労
働
者
に
よ
る
こ
の
補
助
は
、
不
都
合
と
思
わ
れ
る
。
或
る
人
々
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
対
す
る
救
済
手
段
は
、
総
賃
金
の
約
二
彩
の
政
府
負
担
以
外
に
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ĉ
R. ]. 
M
y
e
r
s
:
 
T
h
e
 1
9
5
0
 
A
m
e
n
d
m
e
n
t
s
 t
o
 t
h
e
 
Social 
S
e
c
u
r
i
t
y
 A
c
t
,
"
 
T
r
a
n
s
a
c
t
i
o
n
s、
S
o
c
i
e
t
y
o
f
 
A
m
e
r
i
c
a
,
 
1951, 
V
o
l
.
 
][, 
P
.
2
 
こ
こ
に
若
干
の
曲
折
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
一
九
四
七
年
七
月
国
会
で
一
九
四
八
・
一
九
四
九
両
年
は
、
保
険
税
率
一
形
、
一
九
五
O
•
一
九
五
一
両
年
は
一
・
五
％
、
一
九
五
二
年
か
ら
二
形
と
す
べ
き
旨
決
議
し
た
こ
と
を
い
う
。
(D.
G
a
g
l
i
a
r
d
o
:
 
ibid., 
P.93; 
R. J. 
M
y
e
r
s
"
i
b
i
d
.
,
 T.S.A., 
Vol. 
]I., 
P.18)
な
お
そ
れ
に
よ
れ
ば
一
九
五
1
一
年
に
は
二
％
に
な
っ
て
お
る
ぺ
き
で
あ
る
が
、
一
九
五
〇
年
の
改
正
法
で
は
そ
れ
が
第
9
表
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
一
九
五
0
年
の
0
•
五
％
引
上
げ
実
施
に
つ
い
て
は
、
手
許
の
文
献
に
ほ
み
ら
れ
な
い
の
で
、
同
年
に
は
そ
れ
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
L. 
M
e
r
i
a
m
:
 
ibid., 
P.92; 
R.J. 
M
y
e
r
s
:
 
ibid., 
T.S.A., 
Vol. 
il, 
P
.
2
 
L. 
M
e
r
i
a
m
:
 
ibid., 
P.P. 
83-84 
L. 
M
e
r
i
a
m
"
i
b
i
d
.
,
 
P
.
9
2
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R. 
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M
y
e
r
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T
h
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9
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A
m
e
n
d
m
e
n
t
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to t
h
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Social 
S
e
c
u
r
i
t
y
 
A
c
t
,
"
 
T
r
a
n
s
a
c
t
i
o
n
s
,
 
S
o
c
i
e
t
y
 
of 
A
m
e
r
i
c
a
,
 
1953, 
V
o
l
.
 
V
,
 P
.
3
9
 
^^
R. 
]. 
M
y
e
r
s
:
 
ibid.," 
T.S.A., 
V
o
l
.
 
W, P
.
8
2
 
よ
'R.
J. 
M
y
e
r
s
:
 
T
h
e
 1
9
5
0
 A
m
e
n
d
m
e
n
t
s
 to 
t
h
e
 Social 
S
e
c
u
r
i
t
y
 A
c
t
,
"
 T.S.A., 
1951, 
Vol, 
][, 
P
.
P
.
1
9
|
2
0
 
ょ^
R.
J. 
M
y
e
r
s
:
 
ibid.," 
T.S.A., 
Vol. 
il, 
P.2, 
P
.
2
0
 
こ
4
に
注
意
す
べ
き
は
、
一
九
五
0
年
の
改
正
法
は
、
年
金
制
度
に
関
す
る
部
分
は
一
九
五
0
年
九
月
に
実
施
さ
れ
効
力
を
発
生
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
一
九
五
1
一
年
の
改
正
法
も
一
九
五
二
年
九
月
に
効
力
を
発
生
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(̂
'R.
J. 
M
y
e
r
s
 :
 ibid., 
T.S.A., 
1953, 
V
o
l
.
 
V
,
 P.30)
こ
れ
は
前
号
執
筆
の
際
に
は
、
手
許
の
資
料
で
は
明
確
に
知
り
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
D. G
a
g
l
i
a
r
d
o
"
i
b
i
d
.
P`.P. 
132-133 
c
^
H
e
n
r
y
W
.
 M
a
n
l
y
:
 
O
n
 Staff 
P
e
n
s
i
o
n
 F
u
n
d
s
,
"
 J
o
u
r
n
a
l
`
I
n
s
t
i
t
u
t
e
 o
f
 A
c
t
u
a
r
i
e
s
,
 i911, V
o
l
・
X
L
 V,
 P.P. 
149,211 
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
四
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一
九
五
0
年
の
改
正
法
は
、
「
は
し
が
き
」
き」
前
号
所
載
分
の
締
切
ま
で
に
使
用
で
き
な
か
っ
た
Myers
の
他
の
二
つ
の
論
文
が
そ
の
後
入
手
し
た
の
で
、
前
号
の
部
分
で
は
そ
の
校
正
中
第
2
表
に
利
用
し
、
ま
た
本
号
の
部
分
で
は
本
文
で
参
考
に
し
て
、
取
り
入
れ
る
べ
き
も
の
は
取
り
入
れ
た
。
し
か
し
、
前
号
の
部
分
で
も
第
2
表
以
外
で
こ
れ
等
の
論
文
か
ら
盛
り
込
み
た
い
も
の
が
若
干
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
附
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
次
の
記
述
で
は
前
号
の
本
文
中
に
す
で
に
取
り
上
げ
た
項
目
で
、
附
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
柄
が
そ
れ
に
所
属
す
る
も
の
を
「
」
で
示
し
た
。
同
上
の
印
の
な
い
も
の
は
新
に
取
り
上
げ
た
項
目
で
あ
る
。
ま
た
、
前
号
の
項
目
は
大
項
目
で
は
「
は
し
が
「
加
入
範
囲
」
お
よ
び
「
年
金
の
支
給
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
項
目
は
「
は
し
が
き
」
以
外
は
み
な
細
別
項
目
で
あ
る
。
(92) 
(93) 
(86) 
(87) 
(88) 
(89) 
(90) 
(91) 
附
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
造
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
s•H. 
A
s
c
h
:
 
ibid., 
P
.
2
9
 
R. R
i
e
g
e
l
 a
n
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 J. 
S. 
Miller: 
ibid., 
P
.
3
2
2
;
 
R
.
 J. 
M
y
e
r
s
:
 
ibid., 
T
.
 S. 
A., V
o
l
•国
"
P
.
2
D. G
a
g
l
i
a
r
d
o
:
 
ibid., 
P
.
1
2
9
 
E. 
M
.
 B
u
r
n
s
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A
m
e
r
i
c
a
n
 Social 
S
e
c
u
r
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t
y
 
S
y
s
t
e
m
,
 1
9
4
9
,
 
P
.
1
2
2
 
D. 
G
a
g
l
i
a
r
d
s
:
 
ibid., 
P
.
1
3
4
 
こ
の
部
分
で
参
考
に
し
た
も
の
ほ
主
と
し
て
次
の
文
献
で
あ
る
。
'̂R.J. 
M
y
e
r
s
:
 
ibid.," 
T.S.A., 1
9
5
5
,
 
Vol. 
VII, P
.
P
.
 8
2
‘
8
3
 
^^
R. 
J. 
M
y
e
r
s
"
i
b
i
d
.
,
"
 T.S.A., 1
9
5
5
,
 
Vol. 
VII, P
.
P
.
 8
5
-
8
8
 
D. 
M
.
 M
c
G
i
l
l
:
 
ibid., P
.
P
.
 
1
8
,
2
0
 
と
り
あ
え
ず
こ
れ
を
A
 
⑲
 
一
九
五
0
年
八
月
二
八
日
に
大
統
領
が
こ
れ
に
署
名
し
、
同
年
九
月
に
効
力
を
発
生
し
、
ま
た
一
九
五
記
四
四
718 
「
軍
務
服
役
者
特
典
」
二
年
の
改
正
法
は
一
九
五
二
年
七
月
一
八
日
に
大
統
領
が
こ
れ
に
署
名
し
、
研⑲
 
し
た
。
九
五
二
年
の
改
正
法
に
導
入
さ
れ
た
が
、
O
A
S
I
に
関
す
る
部
分
は
、
同
年
九
月
に
効
力
を
発
生
(disability 
"freeze") 
四
五
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
6
 ，
 
し
か
し
そ
れ
は
将
来
立
法
措
置
が
と
ら
れ
て
初
め
て
実
施
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
如
。
そ
し
て
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
漸
く
実
施
を
み
た
。
同
規
定
に
よ
れ
ば
、
同
規
定
に
定
義
の
完
全
永
久
叢
疾
の
者
（
本
文
「
平
均
賃
金
月
額
」
参
照
）
は
、
受
給
資
格
条
件
お
よ
び
平
均
賃
金
月
額
で
考
慮
さ
れ
、
保
険
税
が
免
除
さ
れ
る
。
な
お
痘
疾
状
態
の
決
定
は
連
邦
社
会
保
⑲
 
障
庁
長
官
と
約
定
の
あ
る
特
定
の
機
関
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
四
六
年
の
改
正
法
で
、
復
員
後
三
年
以
内
に
死
亡
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
帰
還
兵
に
は
、
そ
の
遺
族
に
一
時
的
給
付
を
与
え
0
 
⑲
 
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
九
五
0
年
の
改
正
法
で
は
こ
れ
に
加
え
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
間
に
行
わ
れ
た
軍
務
服
役
(
-
九
四
七
年
七
月
二
四
日
ま
で
）
に
対
し
て
、
各
月
一
六
0
ド
ル
の
賃
金
が
あ
っ
た
も
の
と
看
倣
し
て
、
平
均
賃
金
算
定
に
考
慮
す
る
こ
と
に
規
定
餅⑲
 
し
た
。
一
九
五
二
年
の
改
正
法
で
は
朝
鮮
事
変
を
考
慮
し
て
、
そ
れ
に
続
く
一
九
五
三
年
ま
で
の
軍
務
服
役
に
対
し
て
同
様
の
取
扱
い
を
す
る
旨
規
定
し
た
。
こ
れ
等
の
賃
金
特
典
は
、
服
役
中
の
死
亡
如
何
、
帰
還
兵
給
付
の
支
給
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
与
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
退
職
保
険
ま
た
は
遺
族
保
険
へ
の
こ
の
よ
う
な
考
慮
が
、
他
の
連
邦
政
府
退
職
制
度
下
で
同
一
服
役
期
間
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
温
る
場
合
に
は
与
え
ら
れ
な
し
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
一
九
五
0
年
の
改
正
に
際
し
て
も
問
題
に
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
瘤
疾
「
氷
結
」
719 
を
支
給
さ
れ
る
規
定
は
、
00
>
「
年
金
受
取
人
及
び
年
金
割
合
」
格
者
に
な
っ
た
わ
け
で
、
前
号
所
載
第
6
表
に
お
い
て
、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
JIl
元）
鉄
道
退
職
制
度
と
の
調
整
一
九
五
一
年
の
鉄
道
退
職
法
の
修
正
に
よ
り
、
そ
の
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
勤
務
年
限
一
〇
カ
年
未
満
の
人
々
の
鉄
道
で
の
雇
用
(
l
o
l
)
 
は、
O
A
S
I
の
雇
用
と
看
倣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
受
給
資
格
」
一
九
五
0
年
の
改
正
法
で
、
一
八
才
未
満
の
子
女
を
持
っ
て
お
れ
ば
年
金
一
九
五
四
年
七
月
前
の
死
亡
の
場
合
は
、
加
入
者
が
一
九
三
六
年
後
六
被
保
険
期
を
得
て
い
た
な
ら
ば
、
=0
>
完
全
受
給
資
格
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
九
五
0
年
末
現
在
の
当
座
受
給
資
格
者
は
す
べ
て
完
全
受
給
資
一
九
五
0
年
末
現
在
の
五
六
0
万
人
の
当
座
受
給
資
格
者
が
姿
を
消
し
、
そ
の
後
一
九
五
四
年
ま
で
当
座
受
給
資
格
者
の
現
わ
れ
て
い
な
い
理
由
が
、
解
明
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
加
入
者
生
存
の
場
合
、
完
全
受
給
資
格
者
の
妻
が
六
五
才
以
上
の
老
令
で
な
く
と
も
、
一
九
五
0
年
の
改
正
法
で
は
じ
め
て
導
入
さ
れ
た
。
妻
が
退
職
し
た
と
き
妻
に
主
と
し
て
扶
養
さ
れ
て
い
る
夫
も
年
金
を
受
け
得
る
規
定
も
、
一
九
五
0
年
の
法
律
に
は
じ
め
て
挿
入
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
反
対
の
と
き
よ
り
も
き
び
し
い
条
件
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
妻
は
そ
の
と
き
完
全
受
給
資
格
と
と
も
に
当
座
受
給
資
格
を
も
取
得
し
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
O
A
S
I
加
入
の
妻
が
死
亡
の
場
合
、
妻
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
夫
が
鰈
夫
年
金
を
支
給
さ
れ
る
規
定
も
、
一
九
五
0
年
の
法
律
で
初
め
て
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
、
妻
は
完
全
受
給
資
格
者
で
あ
る
と
と
も
に
当
座
受
給
資
格
者
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
一
四
六
720 
九
五
0
年
の
改
正
法
で
、
死
亡
し
た
完
全
或
い
は
当
座
受
給
資
格
者
に
以
前
扶
養
さ
れ
、
そ
の
死
亡
時
離
婚
さ
れ
て
い
る
前
の
妻
に
、
も
し
彼
女
が
遺
児
の
世
話
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
基
本
年
金
月
額
の
七
五
彩
の
寡
婦
苺
親
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
こ
の
よ
う
な
遺
児
へ
の
年
金
は
前
法
の
時
か
ら
す
で
に
支
給
さ
れ
て
い
た
。
「
基
本
年
金
月
額
算
式
」
か
の
う
ち
大
き
い
方
の
金
額
だ
け
増
加
し
た
も
の
と
な
り
、
従
っ
て
こ
の
場
合
最
高
世
帯
金
額
は
、
0
0
0
 
八
・
七
五
ド
ル
か
平
均
賃
金
月
額
の
八
〇
彩
に
な
っ
た
。
「
支
給
停
止
条
件
」
一
九
五
二
年
の
改
正
法
で
は
、
四
七
一
九
五
0
年
の
改
正
法
で
は
、
従
来
の
一
カ
月
一
五
ド
ル
に
対
し
て
五
0
ド
ル
ま
で
は
、
賃
金
所
得
が
あ
っ
て
も
年
金
支
給
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
た
だ
僅
か
で
も
超
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
月
に
対
し
て
年
金
全
部
の
支
給
停
止
を
来
す
の
で
あ
る
。
自
家
営
業
の
収
入
に
対
し
て
は
、
後
に
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
賃
金
所
得
に
も
適
用
さ
れ
た
よ
う
な
、
年
所
得
の
基
準
が
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
年
所
得
が
六
0
0ド
ル
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
過
額
五
0
ド
ル
毎
に
一
カ
月
の
年
金
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
五
0
ド
ル
未
洞
の
残
額
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
一
九
五
0
年
の
法
律
に
、
従
来
な
か
っ
た
年
令
に
よ
る
適
用
免
除
規
定
が
設
U
O
a
l
 
け
ら
れ
、
七
五
オ
後
は
賃
金
所
得
額
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
停
止
は
行
わ
れ
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
二
年
の
改
正
法
で
は
、
支
給
停
止
の
賃
金
月
額
五
0
ド
ル
が
七
五
ド
ル
ヘ
、
自
家
営
業
所
得
年
六
0
0ド
ル
が
九
0
0
ド
ル
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
（
二
）
（
川
元
）
基
本
年
金
月
額
変
更
表
は
、
―
ニ
・
五
％
だ
け
増
加
し
て
一
六
一
九
五
0
年
改
正
法
の
基
本
年
金
月
額
に
五
ド
ル
か
そ
の
ご
一
・
五
彩
721 
(95) 
(96) 
(97) 
(98) 
註
(94)
あ
る
。
の
ほ
、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
変
遷
(
1
1
)
(
川
元
）
へ
引
上
げ
ら
れ
寛
大
化
さ
れ
た
。
賃
金
停
止
免
除
年
令
は
従
前
通
り
七
五
オ
で
あ
っ
た
。
な
お
そ
の
適
用
は
賃
金
所
得
は
一
九
五
二
年
U
0
6
l
 
九
月
分
の
も
の
か
ら
で
あ
り
、
自
家
営
業
所
得
は
一
九
五
二
年
の
総
所
得
と
さ
れ
た
。
一
九
五
0
年
九
月
と
一
九
五
二
年
八
月
と
の
比
較
で
、
退
職
者
一
人
当
り
平
均
実
際
年
金
月
額
（
第
7
表
）
が
四
ド
ル
減
少
し
て
い
る
一
九
五
0
年
の
改
正
で
最
低
月
額
の
年
金
、
す
な
わ
ち
二
〇
し
二
五
ド
ル
支
給
の
低
所
得
者
が
新
に
賂
し
く
加
入
し
た
た
め
で
一
九
五
一
年
―
二
月
現
在
で
新
受
給
資
格
条
件
に
よ
る
受
給
者
は
、
総
数
の
二
五
形
の
人
数
を
占
め
、
ま
た
平
均
年
金
月
額
は
二
五
·
O
七
ド
ル
で
他
の
総
受
給
者
の
四
七
•
四
四
ド
ル
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。
な
お
後
者
の
人
々
は
一
九
一
＿
一
九
年
の
法
律
の
要
oon 
件
が
変
更
な
く
と
も
、
資
格
を
取
得
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
は
前
号
第
7
表
で
、
一
九
五
0
年
九
月
の
平
均
実
際
支
給
年
金
月
額
が
、
前
月
に
較
べ
て
著
増
し
て
い
る
点
か
ら
推
察
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
明
確
な
典
拠
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
加
入
範
囲
の
拡
大
に
よ
る
新
規
加
入
に
関
す
る
限
り
は
、
一
九
五
一
年
一
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
A
s
c
h
の
記
述
す
る
と
こ
ろ
か
ら
明
か
で
あ
る
。
(
S
•
H
.
A
s
c
h
;
i
b
i
d
.
,
 
P
.
1
9
,
 
P
.
2
2
)
少
な
く
と
も
新
起
算
方
式
で
の
受
給
資
格
の
起
算
日
が
、
一
九
五
0
年
―
二
月
末
に
1
ニ
オ
以
上
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
一
九
五
一
年
一
月
一
日
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
が
上
記
の
事
柄
と
首
尾
一
貫
し
な
い
憾
み
が
あ
る
。
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「
年
金
支
給
に
つ
い
て
の
実
績
と
批
判
」
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